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令和元年 12 月 27 日 部長会議 会議録（要旨） 

 

●日 時 令和元年 12 月 27 日（金）午前 10 時～午前 11 時 10 分 

●会 場 市役所 応接会議室 

●出席者 市長、副市長、教育長、総務部長、企画政策部長、市民環境部長、健康福祉部長、次世

代支援部長、経済部長、建設部長、議会事務局長、教育部長、総務課長、総合政策課長、

財政課長、秘書広報課長、高齢福祉課長、歴史文化財センター所長、秘書係長 

 

１． 開 会 

 

２．市長訓示 

〇今年を振り返ってみると、台風 19 号災害により、各部長には災害対策本部で大変な努力をい

ただいた。罹災証明、市民からの相談、ごみの問題等、議論をしながら災害復旧のために頑張

ってもらった。ごみは全て搬出でき、災害査定も順調に進んでいる。 

〇今年は新しい庁舎が完成した。この間、皆さんには引っ越し業務にもご苦労をいただいた。書

類整理から始まって、ファイリングシステムの導入もあった。仕事の内容が変わったり、仕組

みが変わったり、職場の環境も変わったりした。市民サービスをより一層高いものにしていく

ために、皆さんのご尽力があったことに対し感謝したい。 

〇新しいごみ焼却施設の用地買収が終了し、土地の造成工事や施設の建設工事が順調に進んでい

くものと思っている。 

〇来年は東京オリンピック・パラリンピックが行われる。千曲市もハンガリー卓球連盟と連携し

ているので、スポーツが復興の一助となればと思っている。バスケットボールのウォリアーズ

も来期は B1 リーグに上がれると思っている。来年は夢を持って進んでいきたい。素晴らしい

千曲市づくりのため、一層のご尽力をお願いしたい。 

 

教育長挨拶 

〇12 月 22 日付で教育長に就任した。教育行政に尽力していくので、皆さんのご支援、ご協力を

お願いしたい。 

 

３．会議事項 

（１）日本遺産の申請について【教育委員会】 

 ◆説 明 

  〇今回で 4 度目の申請となる。昨年の申請前にも部長会議において説明し、認定後の事業展開

については、全庁的に進めるということでご了承をいただいた。 

  〇今回の申請内容は、初心に戻り「月の都 千曲」をテーマとする。2020 年の東京オリンピック

までに約 100 件の日本遺産が認定される予定となっており、現在、83 件が認定されている。

今回の申請が最終となる。 

  〇日本遺産のねらいは「地域特有の文化財を活かしながら、インバウンドと通年に渡る観光振興
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を図ること」にある。千曲市において、通年観光となる資源は「姨捨の棚田」しかない。「姨

捨の棚田」をベースに「月見」と絡めた構成とし、歴史文化財センター、観光交流課、信州千

曲観光局の三者で準備を進めてきた。 

  〇日本遺産認定後は、直ちに地域活性化計画に掲げた事業を実施しなければならない。国からの

財政支援が 3 年間あるが、4 年目以降は市の単独事業となり、長期的には財政負担が伴う。ま

た人的体制についても、歴史文化財センターと観光局だけでできるものではない。 

  〇先日、理事者から認定後の予算及び人的体制の方向性が示されたたため、今後、書類を修正し、

1 月 17 日(金)までに文化庁へ申請する予定。全庁的な取り組みとなるような計画に仕上げて

いくので、各部のご理解、ご協力をお願いしたい。 

 ◆主な意見・質疑等 

  〇説明にあった地域活性化計画とは、現在、内閣府が進めている地域活性化計画と同じものと考

えてよいのか。 

  【回答】日本遺産を通じた地域活性化計画であり、内閣府の計画とは趣旨が違う。 

 ◆協議結果 

  〇各部において内容を確認の上、意見等あれば申請前に連絡する。 

          

（２）令和元年第 4回市議会(12 月)定例会委員会における課題と今後の対応【各部】 

   （各部長から、委員会における議員からの質問と答弁要旨、今後の課題、具体的対応策を報告） 

 ◆主な意見・質疑等 

  〇気候非常事態宣言については、長野県が宣言をしている。千曲市民も長野県民なので、県が

宣言をしていれば市が宣言しているのと同じ。ただし、県の宣言と別のことをやるとすれば、

市独自の宣言も必要となる。 

  【回答】市独自の推進策というのは今のところ無い。 

  〇非常事態と言うからには、急進的に施策を進めなければならない。環境に関する施策は中長期

的に進めていくが、今すぐに行うことを盛り込むのは難しい。 

  〇台風 19 号災害があったので、気候非常事態宣言を行うタイミングとしてはよい機会だと思う。

非常事態宣言の中に市として、あるいは市民としてやって欲しいという願いや希望があれば入

れていければよいと思う。他市町村の事例も研究して欲しい。 

  〇要支援者の避難訓練については、本会議でも質問があり、実施すると答弁しているので、具体

的に考えて欲しい。 

  〇避難所の運営訓練も行う必要がある。今回の災害により、全ての避難所の運営を市の職員が行

うことは無理だと分かった。避難所の運営は、区・自治会に任せていかなければ、台風災害を

乗り切ることができない。自助、共助、公助の順でやってもらいたい。特に避難所が長期に渡

った場合、職員も交代しなければならないので、職員の数が足りなくなる。 

 ◆協議結果 

  〇気候非常事態宣言と要支援者の避難訓練、避難所運営訓練は今後の検討事項とする。 

  〇その他は情報共有。 
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（３）千曲市「復旧」及び「復興」計画策定方針(案)について【企画政策部】 

 ◆説 明 

  〇12 月 18 日(水)の復興本部会議後に、各部から報告のあった点を修正し、本日改めて提示する。 

  〇ソフト事業の「住まいと暮らしの再建」については、被災以降、取り組んできている。その内

容をまとめ、復旧計画に反映させたい。まだ試案の段階なので、各部で確認をいただきたい。 

  〇「被災企業等への事業継続に向けた支援」「農業者への営農継続に向けた支援」「商店・飲食・

旅館業者等への風評被害を払拭し、早期回復に向けた支援」「防災対策・教育の推進」につい

ても盛り込み、できるだけ早く復旧計画を策定したい。 

  〇本日、合意いただければ、1 月 6 日(月)に政策等説明会で全議員に説明し、1 月 14 日(火)から

「まちづくり基本条例」に基づくパブリックコメントを実施したい。【資料 1 参照】 

 ◆主な意見・質疑等 

  〇スピード感をもって進めて欲しい。 

  【回答】まちづくり基本条例に基づく手続きを踏む必要があるが、スピード感を持って進めたい。 

 ◆協議結果 

  〇千曲市「復旧」及び「復興」計画策定方針(案)を了承。 

   

（４）千曲市災害義援金取扱要領及び配分委員会会則について【健康福祉部】 

 ◆説 明 

  〇「千曲市災害義援金取扱要領」及び「千曲市災害義援金配分委員会会則」により、1 月 14 日(火)

に第 1 回配分委員会を開催できるよう準備を進めている。 

  〇配分の詳細はまだ検討中。今後、理事者と相談の上、14 日の配分委員会で配分方法をお示し

したい。配分委員の承認が得られれば、対象となる世帯に通知をし、口座振込で義援金をお支

払いしたい。 

  〇義援金の配分については、既に市民から問い合わせが入っているため、本日は最低限の情報と

なるが、市のホームページに掲載し周知する。 

 ◆協議結果 

  〇配分委員会の協議結果等は、部長会議に報告する。 

   

４．各部長からの報告事項等（主なもの） 

【総務部長報告】 

  〇先日、総合観光会館駐車場でボヤがあった。各所管の公共施設について、周りに燃えやすい

物がないか点検をお願いしたい。 

  〇対応した来庁者が、次に他課へ行かれる際には、課名を案内するだけでなく、できれば窓口

までご案内するような対応をとって欲しい。 

  〇事務処理規則の決裁区分の見直しを総務課において行っている。新年になってから各課と協

議したいので、協力をお願いしたい。 

 

【企画政策部長報告】 

  〇11月26日(火)に協働事業提案制度の公開プレゼンテーションを実施し、3事業が採択された。 
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  〇区・自治会からの要請により、台風 19 号災害住民説明会を実施している。杭瀬下区は終了し

たが、今後、力石自治会、新田区、屋代区長会で開催が予定されている。 

 

【健康福祉部長報告】 

  〇市ホームページでインフルエンザの注意喚起を行っている。 

 

【経済部長報告】 

  〇プレミアム付商品券の申請率は、12 月 10 日現在で約 50％となっている。 

  〇台風 19 号により被害のあった農地・農業用施設 125 箇所全ての災害査定が終了した。1 月に

補助率嵩上げの申請をする予定。 

 

【建設部長報告】 

  〇緊急治水対策プロジェクトの中間とりまとめが公表された。原案には杭瀬下の被災状況の記載

がなかったが、市長の発議により追加されている。 

  〇この対策は「河川における対策」「流域における対策」「まちづくりソフト施策」の 3 本の柱

で構成されている。復旧・復興計画との整合も必要になってくる。また各部の協力を仰ぐ案件

も出てくるのでよろしくお願いしたい。 

  〇建設部関係では、伊勢宮ポンプ場、生萱マンホールポンプ場の下水道制御盤の災害査定が終了

した。来月には千曲川河川敷地内の公園の災害査定が始まる。 

 

【教育部長報告】 

  〇インフルエンザの流行により、これまでに 5 小学校、1 中学校で 39 クラスが学級閉鎖となっ

た。 

 ◆主な意見・質疑等 

  〇教育部関係の災害査定はどうなっているか。 

  【回答】更埴文化会館については、査定の情報はまだ無い。 

 

【副市長訓示】 

  〇各部から行政改革の案を挙げてもらったが、行革の観点からは薄い。上司と部下がもっと話を

して、事務の削減につながることを挙げて欲しい。日々の業務や組織の見直しを意識し「働き

方改革」に繋げて欲しい。 

 

５．その他 

（１）令和元年台風 19 号災害における課題の抽出と改善策について 【総務部】 

 ◆説 明 

〇危機管理防災課において、台風災害の課題をまとめている。災害対応の課題や反省点の報告を

お願いしたい。職員個人からの報告でもよいので、思いついたことを出して欲しい。 
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（２）千曲市消防団出初式について【総務部】 

 ◆説 明 

〇1 月 26 日(日)に千曲市消防団出初式が行われる。各部長の出席をお願いしたい。 

 

６．閉 会 

 


